
０２月０２日（日）
開場　１８：３０
開演　１９：００～
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沢⽥穣治
ChoroClubのベーシストでありながら、様々な
楽器を愉しむ。その活動は幅広く、ジャンルに
とらわれない活動を続けながら様々なアーティ
ストのプロデュースや映画、アニメ、ドラマな
どの⾳楽制作なども多い。近年の作品にはアン
トニオ・カルロス・ジョビンの作 品集「Canta 
Jobim」、2011年の震災を受け⽌めて⾳楽とし
て昇華した「NO NUKES JAZZ ORCHESTRA」
、「武満徹ソングブック」等、最近ではジャズ
ギタリスト⾺場孝喜「Gray Zone」、⽇本初録
⾳となるジョージ・クラム作曲『マクロコスモ
ス II』や畠⼭美由紀「歌で逢いましょう」など
をプロデュース。アレンジャーとして今までお
おたか静流、川本真琴、フィッシュマンズ、
忌野清志郎、太⽥裕美、バッファロードーター、
上間綾乃、松下奈緒などほか、多数⼿がける。
活動においてはアルゼンチンやブラジルの⾳楽
家から の信頼もあつく、レコーディングやセッ
ションを重ねている。直近でのリリースでは⾼
⽊正勝、渡辺亮、⾺場孝喜など京都ゆかりの⾳
楽家と共に制作した「Closeness Ensemble of
 Kyoto / WaBaSaTa」がsong x jazzからリリー
ス。

鈴⽊大介
作曲家の武満徹から「今までに聴いたことが
ないようなギタリスト」と評されて以後、新
しい世代の⾳楽家として常に注目され続けて
いる。マリア・カナルス国際コンクール第3
位、アレッサンドリア市国際ギター・コンク
ール優勝など数々のコンクールで受賞。現代
⾳楽の初演や、アンサンブルとコンチェルト
の膨大なレパートリーでの、明晰な解釈⼒と
洗練された技術は、多⽅⾯からの評価を確⽴
し、難度の⾼いプロジェクトにおけるファー
スト・コール・ギタリストの位置を維持して
いる。これまでに、池辺晋⼀郎、⻄村朗、猿
谷紀郎、和⽥薫、伊左治直、各⽒らほかの作
曲家からギター協奏曲を含む多くの作品の初
演を依頼されている。2013年にはサントリ
ー・サマー・フェスティバルにおいて、野平
⼀郎作曲「エレクトリック・ギターとオーケ
ストラのための炎の弦」を演奏、またソリス
トとして参加した東京シンフォニエッタによ
るCD「天⼥散花」はレコードアカデミー賞
現代⾳楽部門を受賞した。

⾺場孝喜
京都府出⾝。中学時代からギターを始める。
2004年、ニューヨーク〜ブラジルに渡航し、
 ギタリストBilinho Teixeiraに師事。ボサノバ、
サンバ、ショーロなどのブラジル⾳楽に傾倒す
る。2005年ギブソン・ジャズギターコンテス
ト最優秀ギタリスト賞受賞。2006年11⽉25⽇
に京都コンサートホールで⾏なわれた「佐⼭雅
弘 PLAYS ゴールドベルク変奏曲」第⼆部の佐
⼭雅弘トリオに参加。2008年より拠点を関⻄
から東京に移す。佐⼭雅弘、井上智、大坂昌彦、
沢⽥穣治など多数のミュージシャンと共演。現
在、自⾝のグループや様々なセッション、レコ
ーディング、講師など幅広く活動している。
2013年11⽉20⽇、初となるリーダーアルバム
『GRAY  ZONE』をSong & Co.レーベルより
リリース。

※時間がイレギュラーです。


